
  

 

 

 

第 4回地域協働学校運営協議会が開催されましたので、議事の概要をご報告します。 

 

■日 時   平成３０年９月１８日  １７：００～１８：３０ 

■場 所   落合第六小学校 視聴覚室 

■司 会   副校長  庖刀 由利子 

１．校長挨拶 

《学校運営状況について》 

・教育の質の向上・・・ルーブリック（評価指標）を導入し指導の段階を明らかにする。 

 ☞ゴールからの逆算 C が出来たら B、が出来たら A、が出来たら Sと積み上げるのではなく、全員

が Sを目指してどのように学ぶか組み立てる・・・児童にも提示して目標を明確にする 

 ☞研究授業で成果検証、全国の先進校への視察・・・教員研修 

・言語活用能力の育成・・・辞書の活用 日本語検定の取り組み ITC 機器を用いた授業展開 

 ☞プログラミング学習の展開 プリンターを用いた学習「見える化」の展開 

  ４年生算数―レコメンドシートを用いて学習を展開→基礎・基本の徹底を効率化 

・社会で必要とされる汎用的スキルの育成・・・グラフィックレコーディングの活用 

 ☞グラグリット社 おえかきシンキング授業→可視化する考え 

  皇居外苑 楠公レストハウス「江戸エコプロジェクト」展開→海外の方に日本の何を語れるか？ 

  食をテーマに考える 屋上農園の野菜も提供して見学して学習する 

  東京家政大学・デルモンテ社と共同で行う計画 

  染の文化のより一層進める 

・まちと協働した未来の担い手の育成・・・おちろく DASH、縦割り班全校遠足 

 ☞プレゼンテーションの機会の創出 企画・協力・より良い集団を目指す 自立して生き抜く 

  落合を知り、落合を愛し、落合を知ってもらうように企画プレゼンをする 

２．内容  

《グラフィックレコーディングについて》グラグリット社 

 「おえかきシンキング授業」・・・絵を通じて「考える力」「まとめる力」を育む 

   楽しむ  空想する  きく  まとめる  ×  描く → ４つのプロセス 

 子どもたちの思い・・・自分の思いを人に伝えるのはこわい、話し合いはいつも多数決、いつも同

じ人が話している 

 ☞見えない気持ち可視化してコミュニケーションを取り、話し合う 伝え合う楽しさを知る 

※グラグリット社の方より企業の研修の内容を交えて効果をお聞きしました 

 ・描くことが目的ではなく、描いて相手を理解させて引き出す→大事 

 ・研修を重ねて変わること…記録が皆が理解しやすいように見やすくなる→対話の質が変わる→相

手が理解してくれると信頼関係が出来る→チームも変わり、自分の位置付けも変わる 

   みんなの力を引き出す立場なんだとかそれぞれ立場が明確になる（関わり方） 

《６０周年行事について》 

 １０月６日（土） 来賓予定  式典８４名  祝賀会４０名 

 記念誌が出来上がりました 今回は航空写真は無いです 

 新宿区立落合第六小学校（地域協働学校）    平成３０年 9月 1８日  

運 営 協 議 会 だ よ り      第 4号 

代表 近藤 弘文  校長 竹村  郷 

  

 

 



【意見交換】 近藤会長進行 

・学校の取り組みを伺い、主体的に学ぶ機会が多く羨ましいと思いました 

・初動教育の大切さを感じました 

・目標、到達点が明確になると理解しやすい 

・２０年後の西落合は子どもからしたら未来が遠すぎる気がします 

・これらの取り組みはどの授業で行うのか？ 

答）視点を学び、各教科で応用して活用していきます 

教員の意見）アクティブラーニングやファシリテーショングラフィックなどの学びが落六では活用さ

れてクローズアップされておりますが、それだけでは学力はついていかない、沢山問題を解く時間

も必要なのが実感で落六の目指す学習はその先を見越した学びで深い学びであることも実感してお

ります 

教員の意見）こだわりをもたないで挑戦していきたい 学校とは…と決めつけてはいけない 

第三者委員会）・学校が地域の中心となって関わってほしい 

 ・教育の現場で民間企業との関わりで時代に合った学びを進めて行くには目標をもつことが大事 

 ・落六小は進んだことを取り組んでおります。地域の皆様はどんどん感想を学校に伝えてください 

  子どもの様子で学校の取り組みの判断が出来ると思います 

 ・子どもたちが授業がワクワクするという％が年々増加しています 

 

【次回の予定】 

１０月１６日（火） 17:00～ 落合第六小学校 視聴覚室にて 

 

 
【出席者】 

  近藤 弘文、橘 完太、北野 清治、鈴木 正実、水上 真理、篠田 邦子、亀井 治子、

竹村 郷、大久保 京子（書記兼務） 

  庖刀 由利子（副校長）、中家 恵美（主幹）、平川 智晴（主幹）、新保 有希子（主任） 

  久保田 功一（教育支援課） 

  堀内先生（第三者評価）、大桃先生（第三者評価） 

  舘 次郎（西落合町会部員、日本ボート協会元理事長）、秋山 宗司（PTA 副会長） 

  和田 あずみ、小野田、名古屋（グラグリット社） 


